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舩
津
久
五
郎（
文
渕
）の
母
、

糸
子
の
周
辺
の
事
情

伊
　
澤
　
隆
　
男

　

三
月
十
三
日
か
ら
五
月

二
十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
、

「
美
と
知
性
の
宝
庫　

足
立
―

酒
井
抱
一
・
谷
文
晁
と
そ
の
弟

子
た
ち
―
」
に
お
い
て
、
沼
田

舩
津
家
第
七
代
の
舩
津
久
五

郎
（
文
渕
）
に
関
す
る
資
料
が
谷
文
晁
一

門
の
貴
重
な
資
料
と
と
も
に
多
く
出
展
さ

れ
、
初
め
て
目
に
す
る
貴
重
な
資
料
と
と

も
に
今
後
の
研
究
が
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ

り
一
段
と
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　

足
立
区
の
舩
津
家
で
も
川
口

市
の
船
津
家
で
も
、
こ
れ
ま
で

沼
田
舩
津
家
の
七
代
目
舩
津
久

五
郎
（
文
渕
）
が
谷
文
晁
の
弟

子
と
な
り
、
谷
文
晁
が
沼
田
の

舩
津
家
を
気
に
入
っ
て
度
々
逗

留
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
谷
文
晁
の
作
品

が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
（
明
治
時
代
に
舩

津
静
作
・
船
津
輸
助
親
子
が
古
物
商
に
騙

さ
れ
て
谷
文
晁
の
作
品
を
根
こ
そ
ぎ
買
わ

れ
て
し
ま
っ
た
）
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た

が
、
舩
津
久
五
郎
の
関
連
資
料
や
そ
の
作

品
の
内
容
、
価
値
な
ど
は
一
切
わ
か
ら
な

か
っ
た
。

　

足
立
区
立
郷
土
博
物
館
を
中
心
と
す
る

今
回
の
企
画
展
に
関
連
す
る
調
査
研
究
に

よ
り
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
膨

大
な
資
料
が
、
ま
た
資
料
の
意
味
す
る
も

の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
実
に
大
き

な
成
果
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
企
画
展
に
際
し
て
沼
田
舩
津
家

の
代
々
に
つ
い
て
船
津
輸
助
の
資
料
に
よ

り
文
章
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ

の
中
で
舩
津
久
五
郎
の
母
糸
子
と
そ
の
実

家
、
さ
ら
に
糸
子
の
再
婚
先
の
小
針
（
こ

は
り
）
家
に
つ
い
て
今
ま
で
気
付
か
な

か
っ
た
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ

で
改
め
て
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

糸
子
の
実
家
、
代
々
竹
ノ
塚
村
の
名
主

を
務
め
た
河
内
家
と
舩

津
家
の
か
か
わ
り
は
、

舩
津
家
三
代
目
の
舩
津

徳
右
衛
門
重
矩
の
三
女

「
と
み
」
が
竹
ノ
塚
村

河
内
権
蔵
の
妻
と
な
っ

た
と
き
に
始
ま
っ
て
い

る
。
河
内
権
蔵
は
河
内

家
九
代
河
内
半
蔵
の
子

で
河
内
家
十
代
目
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
舩
津
家
四
代
の
舩
津
徳
右
衛

門
重
知
（
金
松
）
の
妻
、
留
舞
子
（
河
内

権
蔵
の
娘
？
）
が
河
内
家
か
ら
嫁
い
で
い

る
。
そ
し
て
舩
津
家
五
代
目
舩
津
徳
次
郎

重
親
に
河
内
家
十
一
代
河
内
久
蔵
政
武
の

長
女
「
糸
子
」
が
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　

河
内
家
は
も
と
も
と
小
田
原
北
条
氏
の

家
臣
の
家
柄
で
、
北
条
氏
直
の
家
臣
、
河

内
但
馬
守
常
親
が
小
田
原
北
条
氏
滅
亡

後
、
竹
ノ
塚
に
土
着
し
、
嫡
男
の
河
内
右

近
知
親
が
初
代
と
な
り
、
十
三
代
の
河
内

久
蔵
武
胤
が
慶
応
四
年
に
没
し
て
明
治
維

新
を
迎
え
て
い
る
。
河
内
家
の
墓
地
は
竹

ノ
塚
に
あ
る
西
光
院
に
あ
る
が
、
佐
伯
住

職
の
話
に
よ
る
と
、
十
三
代
の
河
内
久
蔵

武
胤
の
墓
地
は
西
光
院
に
は
無
く
、
八
代

久
蔵
、
九
代
半
蔵
、
十
代
権
蔵
、
十
一
代

久
蔵
、
十
二
代
久
蔵
の
墓
も
西
光
院
に
は

な
い
。

　

河
内
家
は
十
三
代
久
蔵
が
慶
応
四
年
五

月
二
日
病
に
倒
れ
た
後
、
明
治
十
七
年
に

十
三
代
河
内
久
蔵
の
寺
子
屋
の
門
人
た
ち

が
久
蔵
の
遺
徳
を
偲
び
、「
河
内
先
生
追

悼
碑
」（
足
立
区
登
録
文
化
財
）
を
西
光

院
に
建
て
た
頃
ま
で
は
河
内
家
の
代
々
の

墓
地
が
境
内
の
然
る
べ
き
場
所
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
、
河
内
家
の

衰
え
と
西
光
院
の
事
情
で
八
代
目
以
降
の

墓
石
が
失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
河
内

家
初
代
か
ら
七
代
目
あ
た
り
ま
で
の
古
い

墓
石
が
並
ん
で
い
る
一
角
に
は
、「
史
跡

豪
族
河
内
家
之
墓
」
の
表
示
が
あ
る
。

現
在
は
ビ
ル
の
谷
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
椙
森
神
社

上・史跡豪族河内家之墓
下・「河内先生追悼碑」
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糸
子
は
舩
津
徳
次
郎
と
結
婚
し
て
清
水

家
の
夫
婦
養
子
に
な
る
が
、
徳
次
郎
糸
子

夫
婦
が
清
水
家
の
姑
と
の
折
り
合
い
が
悪

く
、
清
水
家
を
追
い
出
さ
れ
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
久
五
郎
を
一
時
清
水
家
に
残
し

て
舩
津
家
五
代
目
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

間
も
な
く
し
て
、
夫
の
徳
次
郎
が
急
逝

し
て
し
ま
い
、
お
そ
ら
く
糸
子
が
河
内
家

に
戻
っ
た
と
き
に
久
五
郎
も
河
内
家
に
引

き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

河
内
家
に
糸
子
と
久
五
郎
親
子
が
引
き

取
ら
れ
て
二
、三
年
後
、糸
子
は
椙
森
（
す

ぎ
の
も
り
）
神
社
の
宮
司
小
針
織
部
常
直

と
再
婚
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

椙
森
神
社
に
つ
い
て
は
社
伝
に
よ
れ

ば
、「
本
社
は
遠
く
、
一
千
年
の
昔
、
武

蔵
野
の
原
た
り
し
時
代
の
創
建
に
し
て
、

天
慶
三
年（
九
四
〇
）田
原
藤
太
秀
郷（
後

に
藤
原
秀
郷
）
平
将
門
を
追
討
せ
ん
と
、

常
に
信
心
厚
き
心
か
ら
当
社
に
詣
で
、
戦

勝
を
祈
願
し
、
下
総
の
国
に
至
り
強
敵
を

亡
ぼ
す
、こ
れ
偏
に
神
助
に
依
る
こ
と
と
、

願
望
成
就
の
報
賓
と
し
て
、
常
に
尊
心
せ

る
、
白
銀
の
狐
像
を
奉
納
す
。（
こ
の
白

銀
の
狐
像
に
つ
い
て
は
小
針
宮
司
は
現
存

す
る
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
）」
と
あ
る
。

　

椙
森
神
社
は
江
戸
の
三
森
神
社
の
一
つ

で
あ
り
、
三
社
と
も
稲
荷
系
の
神
社
で
あ

る
。
港
区
新
橋
の
烏
森
神
社
、
千
代
田
区

神
田
須
田
町
の
柳
森
神
社
、
そ
し
て
日
本

橋
堀
留
町
の
椙
森
神
社
で
あ
る
。
三
森
神

社
は
江
戸
開
拓
の
祖
と
も
言
え
る
太
田
道

灌
が
定
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

糸
子
が
再
婚
し
た
小
針
織
部
常
直
は
小

針
家
が
椙
森
神
社
の
神
官
に
な
っ
て
十
四

代
目
で
あ
る
。

　

小
針
家
は
も
と
も
と
小
田
原
の
北
条
氏

現在はビルの谷間になってしまった椙森神社

椙森神社と現在の神官　小針常昌氏
小針家 18代目

に
仕
え
て
い
た
が
北
条
氏
滅
亡
後
に
椙
森

神
社
の
神
官
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
椙
森
神
社
の
資
料

に
よ
れ
ば
、

　
「
大
織
冠
鎌
足
公
（
藤
原
鎌
足
）
十
七

代
安
達
右
馬
之
充
後
、
小
針
権
三
郎
正
貞

は
祖
父
小
針
主
馬
之
助
正
純
以
来
、
相
州

小
田
原
城
主
北
条
左
京
太
夫
氏
直
旗
下
な

り
け
る
が
人
皇
百
七
代
正
親
町
天
皇
朝
天

正
十
八
庚
寅
年
、
太
閤
平
秀
吉
公
の
た
め

に
小
田
原
の
城
を
落
と
さ
れ
、
氏
直
落
魄

の
後
当
社
社
務
と
な
り
ぬ
、
然
る
に
関
東

御
入
国
以
来
、
市
中
の
新
社
不
残
被
為
召

上
候
得
共
、
当
社
の
儀
は
古
跡
に
御
座
候

故
、地
所
拝
領
仕
候
、其
後
大
献
院
様
（
徳

川
家
光
）
御
代
よ
り
御
直
支
配
、
御
触
事

奉
承
知
候
」
と
記
載
し
て
あ
り
、
河
内
家

と
同
様
小
田
原
北
条
氏
に
仕
え
、
北
条
氏

が
滅
び
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
土
着

し
た
間
柄
で
あ
る
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
舩
津
久
五
郎
の

注
文
帳
や
日
記
が
展
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

解
読
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
舩
津
久
五

郎
の
母
が
嫁
い
だ
小
針
家
と
の
密
接
な
行

き
来
が
伺
わ
れ
る
部
分
が
多
々
見
ら
れ
た
。

　

足
立
史
談
第
５
７
８
号
に
掲
載
さ
れ

た
、「
菜
菴
雑
記　

巻
三
」
嘉
永
六
年
六

月
の
記
述
、

「
一　

朝
い
そ
早
朝
出
立
、
小
針
八
十
丸

江
戸
江
送
り
遣
す
、
供
谷
次
郎
。
八
十
丸

事
、
五
月
九
日
来
逗
留
今
四
日
迄
、
日
数

二
十
五
日
目
に
て
帰
府
。」

に
あ
る
こ
の
八
十
丸
は
小
針
織
部
の
息
子

小
針
織
部
常
徳
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

舩
津
久
五
郎
の
日
記
や
注
文
帳
に
は
小

針
の
名
前
が
見
受
け
ら
れ
、
椙
森
神
社
の

天
井
絵
や
襖
絵
な
ど
も
描
い
て
い
る
よ
う

な
の
で
母
の
家
で
あ
る
小
針
家
と
沼
田
の

舩
津
家
は
舩
津
久
五
郎
の
と
き
は
か
な
り

の
行
き
来
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
八
代
目
の
徳
廣
や
九
代
目
静
作
の
時

代
に
は
段
々
疎
遠
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
、
ま
た
小
針
家
や
河
内
家
と
も

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
糸
子
や
舩
津
久
五
郎

親
子
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

椙
森
神
社
に
あ
っ
た
舩
津
久
五
郎
の
天

井
絵
な
ど
は
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関

東
大
震
災
で
す
べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

�

（
川
口
市
郷
土
市
会
会
員
）

四し
か
り
ょ
う

箇
領
二に

じ
ゅ
う
い
ち
か
し
ょ

十
一
ヶ
所
と

瓦
大
師
　
中

小
　
川
　
政
　
秋

　

四
箇
領
二
十
一
ヶ
所
霊
場
に
安
置
さ
れ

て
い
る
瓦
製
の
弘
法
大
師
像
に
つ
い
て
、

調
査
に
よ
り
判
明
し
た
事
を
紹
介
す
る
。

　

霊
場
の
一
覧
・
所
在
地
に
つ
い
て
は
前

号
を
参
照
の
こ
と
。

一
番
　
常
善
院
（
足
立
区
大
谷
田
一
ノ
三

三
ノ
一
五
）　
大
師
堂
内
に
は
木
製
大
師

像
を
中
心
に
、
三
体
も
の
瓦
大
師
像
が
祀

ら
れ
て
い
る
が
、
二
体
は
瓦
屋
さ
ん
の
習
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作
と
の
事
。

二
番
　
西
光
院
（
足
立
区
中
川
三
ノ
二
一

ノ
二
五
）　
瓦
大
師
が
あ
っ
た
事
で
、
三

番
の
札
所
は
明
治
十
七
年
完
成
の
中
川
橋

を
渡
り
、
金
町
観
蔵
寺
へ
と
行
く
水
戸
街

道
沿
い
の
寺
院
と
推
定
で
き
る
。

四
番
　
観
蔵
寺
（
葛
飾
区
東
金
町
七
ノ
一

ノ
二
）　
瓦
大
師
は
本
堂
内
に
あ
り
、
頭

部
に
か
な
り
の
損
傷
が
見
ら
れ
、
割
れ
目

か
ら
後
ろ
側
が
見
え
る
程
で
あ
る
。
関
東

大
震
災
で
被
災
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
割
れ
や
亀
裂
な
ど
の
損
傷
の
あ
る
も
の

は
、
す
べ
て
同
じ
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
）
お
顔
が
割
れ
て
い
る
せ
い
か
他
の
瓦

大
師
像
と
は
異
な
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

五
番　
五
番
札
所
は
、
聖
徳
寺
へ
と
向
う

岩
槻
街
道
沿
い
か
、
小
向
あ
た
り
の
廃
寺

か
ら
遷
座
し
た
も
の
か
不
明
だ
が
、
つ
く

ば
市
の
向
山
寺
（
つ
く
ば
市
高
見
原
二
ノ

一
一
ノ
七
）
に
あ
っ
た
。
像
自
体
は
、
以

前
は
、三
郷
市
の
高
洲
（
旧
高
須
）
に
あ
っ

た
と
の
事
。
ま
た
、
明
治
三
十
五
年
発
行

の
『
新
四
国
四
ヶ
領
八
十
八
ヶ
所
・
弘
法

大
師
道
順
記
』
と
い
う
小
冊
子
に
「
是
ヨ

リ
右
高
須
大
師
へ
二
十
二
丁
」
と
い
う
道

案
内
も
あ
り
、
下
新
田
稲
荷
神
社
（
三
郷

市
高
州
一
丁
目
二
八
九
）
付
近
か
と
思
わ

れ
る
。

六
番
　
元
、
聖
徳
寺
（
葛
飾
区
東
水
元
二

ノ
二
八
ノ
二
五
）　
天
台
宗
寺
院
で
あ
り
、

廃
寺
と
な
り
昭
和
四
年
五
月
に
本
所
業
平

橋
よ
り
当
地
に
移
転
し
て
き
た
南
蔵
院
に

合
併
し
た
。
大
師
像
は
、
平
成
二
十
七
年

に
南
蔵
院
の
萬
霊
塔
内
よ
り
発
見
し
た
。

七
番
　
長
傳
寺
（
葛
飾
区
東
水
元
三
ノ
一

六
ノ
一
一
）　
大
師
像
は
不
動
堂
内
に
あ

り
、
台
座
が
無
く
札
番
は
不
明
だ
が
、
寺

院
の
位
置
か
ら
は
、
第
七
番
と
推
定
出
来

る
。
大
師
像
の
胸
か
ら
裾
に
か
け
て
亀
裂

補
修
の
跡
が
み
ら
れ
る
。

八
番
　
遍
照
院
（
葛
飾
区
水
元
五
ノ
五
ノ

三
三
）　
大
師
像
は
、
大
師
堂
内
に
他
の

大
師
像
等
と
一
緒
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

九
番
　
常
楽
寺
（
三
郷
市
戸
ケ
崎
二
二
〇

一
）　
大
師
像
は
、
本
堂
内
の
位
牌
の
立

ち
並
ぶ
棚
の
上
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
か

な
り
埃
を
被
っ
て
い
る
様
に
見
え
る
。
五

鈷
杵
の
下
か
ら
数
珠
に
か
け
て
影
が
見
え

る
の
は
亀
裂
の
為
か
。

十
番
　
西
福
寺
（
三
郷
市
戸
ケ
崎
二
ノ
六

二
ノ
一
）　
大
師
像
は
、
常
楽
寺
と
同
じ

様
な
所
に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
台
座
が

無
い
の
で
札
番
は
推
定
。
五
鈷
杵
の
下
か

ら
数
珠
に
か
け
て
亀
裂
が
見
え
る
が
、
補

修
の
跡
は
な
い
。

十
三
番
　
西
善
院
（
三
郷
市
花
和
田
一
八

九
）　
大
師
像
は
、「
四
箇
領
八
十
八
箇
所

第
四
十
番
」
の
新
し
い
大
師
像
を
祀
る
大

師
堂
内
の
片
隅
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
お

顔
に
数
箇
所
小
さ
な
欠
損
が
見
ら
れ
、
左

裾
の
あ
た
り
に
亀
裂
と
補
修
の
跡
が
見
ら

れ
る
。

十
四
番
　
密
乗
院
（
三
郷
市
彦
江
一
ノ
二

〇
七
ノ
一
）　
大
師
像
は
、「
四
箇
領
八
十

八
箇
所
第
四
十
一
番
」
の
標
札
の
か
か
る

大
師
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
五
鈷
杵

の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
。

十
六
番
　
普
門
院
（
八
潮
市
二
丁
目
二
〇

九
）　
大
師
像
は
、「
四
箇
領
二
十
一
所
第

十
六
番
」
の
標
札
が
打
ち
付
け
ら
れ
て
い

る
大
師
堂
内
に
安
置
さ
れ
、
台
座
の
札
番

も
十
六
で
あ
る
所
か
ら
、
こ
の
標
札
を
根

拠
と
し
て
、
こ
の
霊
場
の
名
称
を
「
四
箇

領
二
十
一
ヶ
所
」
と
し
た
。

十
七
番
　
普
門
寺
（
八
潮
市
南
川
崎
四
四

〇
）　
大
師
像
は
、
大
師
堂
内
に
厨
子
に

入
っ
た
大
師
木
像
の
隣
に
安
置
さ
れ
て
い

る
。
右
肩
の
付
け
根
か
ら
膝
上
に
か
け
て

細
い
亀
裂
が
見
ら
れ
る
。

十
八
番
　
元
、
光
明
寺
（
八
潮
市
伊
勢
野

六
六
九
）　
大
師
像
は
、「
新
四
国
四
箇
領

八
十
八
箇
所
第
七
十
一
番
」
の
標
石
と
東

講
の
標
札
の
あ
る
大
師
堂
内
に
木
製
の
両

大
師
像
と
一
緒
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

光
明
寺
は
廃
寺
で
、
跡
地
は
伊
勢
野
公
民

館
と
な
っ
て
い
る
が
、
墓
地
が
残
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
、
清
水
三
十
六
人
衆
の
一

人
、
大
瀬
の
半
五
郎
の
墓
も
あ
る
。

十
九
番
　
宝
光
寺
（
八
潮
市
大
瀬
五
三
）

大
師
像
は
、
境
内
の
大
師
堂
に
安
置
さ
れ

て
い
る
。右
肩
上
か
ら
臂
の
下
に
か
け
て
、

補
修
の
跡
が
見
ら
れ
る
。

二
十
番
　
福
蔵
院
（
八
潮
市
古
新
田
二
三

一
）　
大
師
像
は
、
明
治
十
七
年
の
弘
法

大
師
一
千
五
十
年
御
遠
忌
記
念
に
造
立
さ

れ
た
大
師
石
像
と
一
緒
に
、
大
師
堂
に
安

置
さ
れ
て
い
る
が
、
顔
面
右
側
が
潰
れ
た

よ
う
に
な
り
、
首
の
部
分
に
も
補
修
し
た

跡
が
あ
り
、
右
手
の
五
鈷
杵
が
欠
損
し
、

左
手
や
そ
の
上
の
腹
部
に
も
補
修
の
跡
が

見
ら
れ
る
。

二
十
一
番
　
大
光
寺
（
足
立
区
六
木
三
ノ

　　　四番　観蔵寺　　　　　　　　　　五番　向山寺

　　　六番　元、聖徳寺　　　　　　十八番　元、光明寺
　　　　　（南蔵院）　　　　　　　　　（伊勢野公民館）
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一
〇
ノ
一
三
）　
大
師
像
は
、境
内
の
「
大

師
奉
安
殿
」
の
修
行
大
師
像
の
後
ろ
に
八

十
九
体
の
大
師
石
像
（
ミ
ニ
四
国
）
と
共

に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
首
筋
と
左
肩
か

ら
膝
に
か
け
て
補
修
の
跡
が
見
ら
れ
る
。

�

―
つ
づ
く
―

�
（
葛
飾
区
在
住
）

千
住
の
酒
合
戦
と
闘
飲
図
巻（
三
）

佐
　
藤
　
秀
　
樹

　

前
号
で
、
別
本
図
巻
の
制
作
に
あ
た
り

大
田
南
畝
が
「
後
水
鳥
記
」
別
本
原
稿
を

作
成
し
た
と
述
べ
た
が
、
流
布
本
図
巻
制

作
の
際
も
流
布
本
原
稿
が
作
ら
れ
た
。

　

流
布
本
は
「
き
か
し
む
る
に
、
次
の
日

辰
の
と
き
に
出
立
し
と
な
ん
」
の
書
漏
れ

や
見
物
客
の
表
記
が
「
屠
龍
公
・
文
晁
・

鵬
斎
」
と
な
る
ほ
か
に
、
頻
出
す
る
「
さ

か
づ
き
」
の
表
記
が
草
稿
の
「
盃
」
か
ら

「
杯
」
に
変
更
さ
れ
る
。

　

目
立
た
な
い
箇
所
だ
が
、門
前
の
聯「
不

許
悪
客　

下
戸
・
理
窟　

入
庵
門　

南
山

道
人
書
」
の
南
山
道
人
書
の
下
に
草
稿
で

は
「
冊
」
の
字
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

流
布
本
図
巻
に
は
こ
の
文
字
の
よ
う
な
も

の
は
な
い
が
、
南
畝
の
「
後
水
鳥
記
」
流

布
本
原
稿
に
は
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵『
後
水
鳥
記
』

は
、
内
容
は
流
布
本
と
同
一
だ
が
「
冊
」

の
字
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
。
国
立

公
文
書
館
蔵
『
視
聴
草
』
所
収
「
後
水
鳥

記
」
で
は
文
字
と
い
う
よ
り
花
押
に
似
て

い
る
。
同
館
蔵
『
落
穂
集
』（
筆
者
不
詳
）

所
収
「
後
水
鳥
記
」
で
は
花
押
に
し
か
見

え
な
い
。
判
読
し
難
い
「
冊
」
の
字
の
よ

う
な
も
の
が
、
転
写
の
過
程
で
花
押
に
変

化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

　
『
落
穂
集
』
所
収
の
「
後
水
鳥
記
」
は

内
容
に
も
変
化
が
あ
る
。
門
前
の
聯
「
不

許
悪
客　

下
戸
・
理
窟　

入
庵
門　

南
山

道
人
書
」
が
吊
下
げ
看
板
の
よ
う
に
四
角

で
囲
ま
れ
、
上
部
に
は
吊
下
げ
穴
ま
で
描

か
れ
脚
色
さ
れ
る
。

　
『
視
聴
草
』
は
幕
臣
の
宮
崎
成
身
に
よ

る
大
部
の
記
録
集
で
「
後
水
鳥
記
」
が
記

載
さ
れ
る
九
集
之
十
の
目
録
に
は
「
高
陽

闘
飲
巻
」
に
続
い
て
「
後
水
鳥
記
」
と
記

さ
れ
る
。「
高
陽
闘
飲
巻
」
は
南
畝
の
『
一

話
一
言
』
の
「
高
陽
闘
飲
巻
」
を
写
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
亀
田
鵬
斎
の
「
高

陽
闘
飲
序
」
に
酒
盃
の
「
七
斗
」
が
書
き

漏
れ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。「
後
水
鳥
記
」

は
前
述
の
よ
う
に
「
冊
」
の
字
と
も
花
押

と
も
見
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
図
巻

か
ら
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。
流
布
本
原

稿
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

別
本
図
巻
の
制
作
は
南
畝
本
人
で
は
な

く
代
筆
者
に
よ
る
も
の
と
し
た
が
、
流
布

本
も
同
様
と
考
え
る
。「
冊
」
の
字
の
よ

う
な
も
の
は
、
清
書
の
際
に
省
い
た
可
能

性
も
あ
る
が
、
南
畝
本
人
が
書
写
し
た
の

な
ら
「
き
か
し
む
る
に
、
次
の
日
辰
の
と

き
に
出
立
し
と
な
ん
」
の
書
漏
れ
に
は
気

付
い
た
は
ず
で
あ
る
。
前
の
行
の
「
人
を

し
て
こ
れ
を
」
で
文
が
途
切
れ
る
の
は
余

り
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
新
宿
区
立
新
宿

歴
史
博
物
館
蔵
の
図

巻
に
は
、
当
該
箇
所

の
下
部
に「
一
行
欠
」

の
註
記
が
あ
り
、
書

写
し
た
人
が
欠
落
に

気
付
い
て
い
る
。

　

南
畝
の
流
布
本
原

稿
か
ら
代
筆
者
が
清

書
し
た
が
、「
冊
（
か

き
も
の
＝
紙
に
書
い

た
も
の
）」
の
箇
所

を
判
読
で
き
ず
に
書

き
漏
ら
し
、
南
畝
の

書
き
漏
れ
は
そ
の
ま

ま
写
し
た
と
み
る
の

が
自
然
で
あ
る
。

　

流
布
本
原
稿
は
貸
し
出
さ
れ
、
多
く
の

「
後
水
鳥
記
」
写
本
を
生
じ
さ
せ
た
が
、

南
畝
の
元
へ
は
戻
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
別
本
図
巻
作
成
の
際
に
改
め
て
、
草

稿
か
ら
別
本
原
稿
を
作
っ
た
と
考
え
る
。

流
布
本
で
は
推
敲
の
あ
と
が
見
ら
れ
る

が
、
別
本
で
は
草
稿
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
る
う
え
、
酒
盃
の
名
称
を
一
つ
漏
ら
し

て
い
る
。急
い
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

闘
飲
図
巻
の
成
立
過
程
を
改
め
て
ま
と

め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
図
巻
を
初
め
て
見
た

際
の
疑
問
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
闘
飲
図
巻

に
つ
い
て
の
一
考
察
で
あ
る
。　
（
了
）

�

（
元
郷
土
博
物
館
職
員
）

　左：『視聴草』　　　　　　　　右：『落穂草』　　　

自
筆
草
稿
（
蜀
山
雑
稿
）

　

自
筆
流
布
本
原
稿　

自
筆
別
本
原
稿

　

高
陽
闘
飲
巻　
　
　

闘
飲
記　
　
　

　
　

後
水
鳥
記
写
本　
　
　

自
筆
本
図
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
水
鳥
記

　

高
陽
闘
飲
版
本　
　
　
　

郷
土
博
物
館

　

国
会
図
書
館
写
本　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　

闘
飲
図
巻
摸
本

　
　
　
　
　
　
　
　

早
稲
田
大
学
図
書
館


